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ヤ ス パ ー ス の 「形而上的な罪」
　　　 ウ ェ

ー バ ー とカ ン トを め ぐ っ て

大　石 　桂 　子

　本 論 は 、 ヤ ス パ ー
ス 哲 学 に お け る Schuld （罪 、 負 い 目）の 概 念 を総 体 的 に 、

ま た 哲 学 史 的 に 位 置 づ けて 考察 し よ うとす る試 み の
一

部 で あ る 。 こ の 概 念 は ヤ

ス パ ー
ス の 長期 に わ た る思 索活 動 の 中で 幾 たび か 変遷 、 転換 を迎 えて い る が 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1）
こ こ で は ナ チ ズ ム の 経 験 に よ っ て 政 治 哲 学 へ の 転 換 を迎 え た直 後 の 『責 罪 論 』

（1946）に み られ る 「形 而 上 的 な罪 （metaphysische 　Schuld）」 を と りあ げ 、
こ の

形 而 上 的 な 罪概 念 の 構 築 に 関わ る点 で 影響力 を持 っ た と考 え られ る哲学者達 、

M ．ウ ェ
ー バ ー

とカ ン トとの 比 較考察 を行 う。
つ ま り 「形 而 上 的 な罪」 の 系 譜

を追 い 、 そ の 過 程 で こ の 罪 概 念 自体 の 特質 を浮 き kが らせ る試 み で あ る 。 両者

が ヤ ス パ ー
ス の 思想全 体 に 与 え て い る影 響 は 計 り知れ ず 、

マ ク ロ 的な 検討 も必

要 と され る の は無 論 だ が 、 本論 で は そ の 領 域 に は 踏み 込 ま ず 、 あ くま で 「形 而

L的 な 罪 」 に 直接 関 わ る 幾 っ か の 概 念 に 焦 点 を絞 り比 較 ・解 釈 を 行 うこ と とす

る 。 まず こ の 罪 の 不合 理 さ とい う観 念 を ウ ェ
ー バ ー

と と もに検 討 し
、 倫 理 的 に

非 合 理 な 世界 の 中で 生 き る 主 体 の 在 り方 を 考察 す る 。 さ らに 、 ヤ ス パ ー ス が 提

示 す る 「罪 の 清め 」 の 道 を 、 罪 を回避 、 忘却せ ず引 き受 ける こ との で き る根拠

を 、 意 志 の 自由 とい う点 か らカ ン トとの 関連で 論 じて い く。 なお 、 ヤ ス パ ー
ス

が心情倫理 と責任倫理 とい うウ ェ
ー バ ー

の 分類 と後者の 立場 を 支持 した こ とが 、

本 論 を展 開す る 上 で の 軸 とな っ て い くだ ろ う。

　 1 ． 『責罪論』 に み る 「形 而 上 的 な罪 」 の 概念

　 ま ず 「形 而 上 的 な罪 」 の 所 在 と、 そ の 罪 の 結 果 とい う点 か ら、 こ の 罪 の 特 質

を 明 らか に し て い き た い
。 そ もそ も形 而 上 的 な 罪 とは ドイ ツ 国 民 が ナ チ ス 政 権

の も とで 犯 した 四 つ の 罪 の
一

つ で 、 刑 法 上 の 罪 、 政 治上 の 罪 、道 徳 上 の 罪 と 並

ぶ も の で あ る。 それ ぞれ を ご く概 略 的 に 述べ る と、 刑 法 J：の 罪 は 客観 的 に 立 証
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され る 違 法行 為 で あ り 、 政治 上 の 罪は 犯 罪 的政権 の 支 配 を許 し た こ とに 対 し て

問 われ る 。 道徳 上 の 罪 は 、犯 罪 に加 担 す る能動 的 行為 、 良心 の 錯誤 、 精 神 的順

応 、 妥 協 、 白己 欺 瞞な どで あ り 、 刑 法 上 、政治 上 の 罪 の 基盤 で もあ る （SF　12）。

形 而 ヒ的 な 罪 は 道 徳 的 な 罪 と共 に 、 個人 が 、 自 らの 内 面 か ら非 難 を受 け る 罪 で

あ る が 、
こ れ は 人 間 祁互 に あ る べ き 「連帯性 （Solidalitat）」 を 損 な っ た 罪 と 定

義 され る 。 連 帯性 　　社 会 シ ス テ ム 上 の 組織 的連 帯 で は な く、役 割 的 な 個 人 の

連 帯 で も な く 、

一
般 化 され え な い 代替不 可 能 な 実存的個人 問 に 生 ず る 、 絶対 無

比 の 関係 　　が 人 間 的な 交 わ りの 内 に 、 す べ て の 人 間 の 間 で 、 要請 され て い る

とヤ ス パ ー
ス は 述 べ る （SF　 ll）。

こ の 連帯性 ゆえ に 、 誰 し も 「世 の 中の あ ら ゆ

る 不 法 、 不 正 に 対 し て 」、 殊 に 自己 の 現 前で 行 わ れ る犯 罪 に 対 し て 共 に 責任 が

あ り 、
「他 人 の 殺 害 を阻 止 す る た め に命 を投 げだ さず に い た こ と」、犯 罪 を阻止

す るた め に 可 能 な限 りの 手 段 を 尽 く さず 、 不 正 が 行 われ て なお 生 き延 び て い る

こ とを 、 我 々 は 自 らの 形 而 上 的 な罪 と し て 感 じ る の で あ る （ibid．）。 形而 ヒ的 な

罪 の 領 域 を他 の 罪 の そ れ か ら区 別 す る もの は 、 連 帯性 とい う一
つ の 、 そ して 至

上 の 「絶 対 的 尺 度 （MaBstab）」 の 存在 で あ る 。
こ の 倫理 的 な判断尺 度 は 、

一
切

の 例 外 や 酌 量 を認 め ず 、 自己 自身 に 対 し て の み 適 用 され る （SF 　48）。 し か し要

求 され る無 比 の 連 帯性 とは 、 実質的に は 実存的 交 わ りを も っ た 「緊密な二 者 間」

に 限 定 され 、 あ ら ゆ る 人 間 、 国家 、 諸集 団 の 連 帯性 か らは 発 祥 しない （ibiの 。

した が っ て 必 然 的 に 、 全 て の 人 間が 形 而 上的 な 罪 を 負 うこ とに な るの で あ る 。

　 こ こ ま で の 概観 か ら 、 形 而 上 的 な 罪 の 性 質 が い くつ か 挙 げ られ る だ ろ う 。 第

一
に 、 こ の 罪 は連 帯 性 とい う倫理 的 な絶 対 的尺 度 に 由来す る 。 第 二 に 、 こ の 罪

は 万 人 に と っ て 不 可 避 的 で あ る 。 絶 対 的尺 度 は 、 そ の 倫理 的 な要 請 の 実 現 可 能

性 を度 外 視 す る 。 道 徳 的 な判 断 との 違 い が こ の 点 に あ る 。 ヤ ス パ ー
ス に よれ ば 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2）

道 徳 は あ くま で 合 理 的判 断 の も とに あ り 、 成功可 能 性 も
一

つ の 基 準 と な る。 道

徳 的 な 罪 は 、 為 し うる こ とを、 為 さな か っ た と い う点 に 留 ま る が 、 形 而 E的 な

罪 の 場 合 、 他 者 の た め に 為 し え なか っ た こ と全 て が 責 め に 帰せ られ る 。 第 三 に 、

こ の 罪 の 意識 は 合理 的 に は 適 切 に理 解 で き な い
。 近 代 に お い て は 、 責任 は 意志

の 問題 と し て 、
つ ま り己 の 企 図 で あ っ た も の だ け を責任 とし て 承 認 す る 、

へ
一

ゲ ル の い う知 の 権利 の 問題 と し て 扱 わ れ て きた 。 し か し形 而 上 的 な 罪 の 場 合 は 、
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己 の 意 図 で も な く 、 関与 した と こ ろ で 打開 も で き な い 事柄 に対 し 、 説 明 しが た

い 罪 の 意 識 が 生 じる 。 客観 的 、 道徳 的 には罪 な し と判断 され る領域 に 、 形 而 上

的 な罪 は あ る。

　以 上 が 形 而 上 的 な 罪 そ の もの の 性 質 で あ るが 、 次 に こ の 罪 の 結 果 を 考 察 した

い ，，罪 は 外 部 に 向 か っ て は 、 当人 が そ の こ と を理 解す る と否 とに係 わ らず 、 処

罰 や 制裁 な ど 、 現 実 生活 に影 響 を及 ぼす が 、 自らの 罪 を洞 察す る場合 は 、 罪 は

内面 に 向か っ て 自覚の 上 に影 響 を及 ぼす と され る （SF　15）。 道徳的な 罪 か ら は 、

洞 察 とそ れ に 伴 う 「罪 滅 ぼ しや 革新」 （ibid．）が 生 じ 、 こ の 内面 的 な過 程 は や が

て 、 世 界 の 内 に 現 実的な結果 を も生 む 。 他 方 、形 而 上 的 な罪 は 、 そ の 結果 と し

て 「神 の 御 前で の 人 間の 自覚に変化 が生 ず る」 の で あ る （ibid．）。 こ の 罪 の 前で

誇 りは 挫 か れ 、 謙 虚 さが 本 質 的 な も の と な り 、
「我 々 人 間 の 有 限 性 と 不 完 全性

が 意識 され る 」 （SF 　93）。 そ して こ の 変化 に よ る 「内面 的 な生 ま れ 変 わ りは 、 能

動 的 な生 き 方 の 新 た な源 泉 とな る」 （SF　15）こ とが で き る。 こ れ は 形 而 上 的 な

罪 が 実 存 へ の 契機 で あ る こ と を意味 して お り 、
こ の 罪 が 『哲学』（1932）等 に お

け る限 界状 況 と して の Schuldの 発 展 概念 で あ る と確 認 で き る 。

　 限界 状 祝 の 中で 自己 の 「鋳直 し （Umschmelzung ）」を経て は じ め て 、 罪 の 「清
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

め （Reinigung）」 も可 能 とな る 。 清 め とは 、
「倫理 的 な意 味」 を担 っ た 「人 間の

人 間 と し て の 道 」（SF　93）で あ る 。 そ れ は 人 間 の 自由に 依存す る任務 で あ り 、

各 々 で 異 な っ た 道で あ る た め概括的 に しか 説 明 され えない と され る が 、 そ れ は

飛 躍 の 過 程 で の 自己 照破 で あ り 、 人 間 に対 す る愛 で あ り 、 真理 を 知 る こ と と 、

そ の 「具 体 的 な遂 行 」 の 道 で あ る （ibid．）。 そ れ は 「権 力 意 欲 を も た ず 、 愛の こ

も っ た 闘 い を通 して 真 な る もの の 論議 を進 め 、 真な る も の に お い て 互 い に 結 び

つ く」 （ibid．）た め の 道 で あ る 。
あ らゆ る 他者 と哲 学 的 対 話 を 忍 耐 強 く繰 り返 し 、

分 断 され た 諸 個 人 が 実 存 的 交 わ りに よ っ て 連 帯 性 と信 頼 を 回 復 し よ う とす る 、

「我 々 が 生 き る 限 り 、
こ の 世 に お い て 完 成 され る こ との ない 人 間的使 命 」 （ibid．）

と もい え る 。 そ もそ も全 て の 人 間 同 士 の 連 帯性 な ど な い とい う批 判 は 、
こ こ で

は あ た らない 。 形 而上 的 な罪 は 、 《人 間 が 現在何 で あ る か 》 と い う事 実 分析 で

は な く、 《人 問 が 何 で あ り うる か》 とい う可 能性 と 目標 と に 由来す る の で あ り 、

そ れ ゆ え清 め の 完全 な遂 行 が 不 可能 だ か ら とい っ て 、 形 而上 的 な 罪 の 要 請 が 不
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当で あ る こ とに は な らない の で あ る 。

　 2 ． 倫 理 的 な不 合 理 さ と主体 の 在 り方の 問 題

　　　　　　 ウ ェ
ー バ ー

の 責任倫理 との 関係

　形 而 L 的 な罪は 『真理 に っ い て 』（1947 ）の 中で 「現 存在 で あ る こ と が罪 で あ

る 」 （VW 　932 ）と定式 化 され 、 現存在 の 罪 と して 行 為 の 罪 との 対概念 に な る 。

現存在 の 罪 は 悟性 に と っ て 「不 合理 な思 想 （absurder 　Gedanke）1 （VW 　931）で あ

る 。 人間 が 根本 的 に抱 え る二 律 背 反 と存 在 の 分 裂性 ゆえ に 、 人 間 は 不 可避 的 に

他者 の 可 能 的 実 存 を損 な う。 こ の こ とは 既 に 『哲 学 』 で 語 られ て い た 。 しか し 、

こ の 不完 全 な人 間 に 対 し 「あ らゆ る 他 者 」 と の 連帯 とい う実現 不 可能 な要 請が

あ っ て 、 そ れ ゆ え世 界の 内で の 「あ らゆ る 不 正 」 が 我 々 の 罪 で あ る 、 とい うこ

と が 「不 合理 」 なの で あ る u

　 罪 な き罪 とい うこ の 倫 理 的 な不 合 理 さに 関連 し て 、 ウェ
ー一バ ー

が連 想 され る

だ ろ う，，周 知 の 通 り、 M ．ウ ェ
ー バ ー

は 『職 業 と し て の 政治 』（1919 ）と題 され た

講演 の 中で 心 情倫 理 （Gesinnungsethik）と責任 倫理 （Verantwortungsethik）とい

う対 概念 を 提 示 した が 、 責任 倫 理 に 心 情価値が ない とい う意 味 で は な く、 こ の

両 者 の 最 大 の 相 違 は 、 倫 理 的 不 合 理 を 認 め る か 否 か と い う点 に な る。 ウ ェ
ー

バ ー
曰 く 、 心 情倫 理 は 心 情の 純 粋 さを も っ て 正 当 と し

、 善き行 為 か ら悪 し き結

果 が 生 じ た 場 合 も そ の 結果 を 度外 視 す る 。
し か し人 間 、 ま た は 世 界 は 価値 と整

合的 に は で きて い な い
。 よ っ て 人間 は 予測 され うる範囲で 、 善い 目的 か ら生 じ

た 悪 し き結 果 、 悪 し き 副 産物 に 責任 を負 うべ きで あ る 、
とい うの が 責 任 倫理 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4〕

立場 で あ る 。 心 情 倫理 は 「世界 の 倫 理 的非 合理 性 に耐 え られ な い 」 が 、 心 情倫

理 は 決 し て 責任 倫 理 に よ っ て 克服 され る べ き も の で は な い
。 ウ ェ

ー バ ー
は政 治

を 天 職 とす る 真正 な人 間 の 姿 を 、 責任 倫理 に 従 う成熟 した 人 間 が 「私 は こ うす

る他 ない
、 私 は こ こ に 立 っ 」 と純 粋 な心 情 か ら決 断 す る さま に 見 て お り 、

こ こ

で は 心 情 倫理 と責 任 倫理 の 補 完 が 為 され て い る の で あ る 。 ウ ェ
ー バ ー 自身 は

『職業 と し て の 政治』 の 中で 、
こ の よ うな もの と して の 心 情倫 理 の 具 体 例 に 宗

教 的 倫理 を 挙 げ る に と どま っ て い るが 、 ヤ ス パ ー
ス は心 情倫 理 と責任 倫 理 とい

う区 分 を 支 持 し た 上 で 、 カ ン トも心 情倫理 に 分類 し て い る （GP 　488）。
　 W ．シ ュ
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ル フ タ
・一一

に よれ ば 、 カ ン トに 対 す る ウ ェ
ー バ ー

の 散 見 され る所 見 は 、 実質的 に

ウ ）・・
一一バ ー

が カ ン トを心 情倫 理 と考 えて い た こ とを示 し て い る とい う。 カ ン ト

倫 理 は 、 ウ ェ
ー バ ー が 心 情 倫 理 と した 類 の 宗 教 倫 理 と 同様 、 他 者 に よ る 統 制

（規 範的 倫 理 ） で は ない 自己 統制 型 の 原 理 的倫理 で あ る 。 しか しカ ン ト倫理 自

体 か ら も ウ ェ
ー バ ー

の 構 想 か らも 見 て とれ る よ うに 、 倫理 的命令 の 拘 束性 の 根

拠 と性 質 とい う観 点 か ら 、 カ ン トは 宗教的原 理 倫理 と区別 され る 。 そ れ は ま ず

カ ン ト倫理 の 原 理 が 、 啓示 に で は な く理 性 的な 推論 に依 拠 す る点 で あ り 、 ま た

理 論的 ・演繹 的 に 根拠 づ け られ る実質 的な 原理 で は な くて 形 式 的 な 原 理 、
つ ま

り諸規 則 の 般 化 可能 性 と
一
般 的 同意 可能 性 を検 証す るた め の 原 理 で あ る点 で

　 （5）

あ る 。 した が っ て 、 シ ュ ル フ ター
は カ ン ト倫 理 を他 の 心情倫 理 と区別 す るた め

に 、 形 式 的 心 情倫理 とい う用 語 を あ て て い る 。

　 さて 、 ヤ ス パ ー
ス は ウ ェ

ー バ ー
の 倫 理 観 を カ ン ト以 ヒに 高 く位 置 づ け 、 諸 々

の 倫 理 類 型 の 内 で 「真 実 」 と評価 す る （GP 　493）。 こ れ は ヤ ス パ ー
ス も 自 らの 思

想 を責任 倫 理 の 系 譜 に お い て い た
一

つ の 証 左 に な る で あ ろ うが 、 し か し 両者 の

思 想 に は 差 異 もあ り 、 そ れ が 倫 理 的 非 合理 性 の 概 念 に あ る と考 え る 。 W ．シ ュ

ル フ タ
ー

は 、 ウ ェ
ー バ ー

の い う世界の 倫理 的非 合理性 とい う概 念 は 、
「科 学 的

世界 との 類 推 で 構 成 され て い る 」、
「つ ま り

、 概念 と現 実 の あい だ の 非合 理 な不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔6）

整合 を 解消す る こ との 不可 能性 」 を指す と評 して い る 。 ウ ェ
ー バ ー

は 、 責任倫

理 を奉ず る 人 間 は 善い 目的の た め に 、
「人 間 の 平均 的な 欠点 」 や 悪 い 結果 の 可

能性 、 蓋 然性 、 道 徳的 に 疑 わ しい 手段 を も引 き受 け る と して い る が 、 こ れ を 整

合 的 な 想 定 と現 実 と の 違い
、 意 図 と結果 の 違 い

、 価 値 の 対 立 　　例 え ば政治 の

手段 と して の 暴 力 と個人 の 魂 の 救済
一 一

と解釈す る な らば 、 こ れ は ヤ ス パ ー
ス

で い う 「行 為 」 と して の 罪 で あ り （VW 　 932）、『責 罪 論』 で 示 され た 、 関与 ・非

関 与 に 依 ら な い
、

「現 存在 」 で あ る こ とそ の も の の 罪 とい うヤ ス パ ー
ス の 概 念

とは 質的 な差異が あ る とい え る だ ろ う。
し か しなが ら 、 ウ ェ

ー バ ー は や は り非

合理 的 な 不 整 合 が 世 界 の 根 本 的状 態 で あ る と し 、 そ れ を 技 術 的 に解 決 した り 、

止 揚 した り 、 倫理 的 に 折 り合い をつ け る こ と は 不可 能 だ とい う見 地 に 立 っ て い

た の で あ り 、 ヤ ス パ ー ス は ウ ェ
ー バ ー

の こ の 克服 不 可能 な 罪 と い う思 想 を発 展

的 に 継 承 した の で あ る 。
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　次 に 清 め の 「具 体的 な 遂行 」 に 関 し て で あ るが 、 結論 か らい え ぱ こ の 点 で ヤ

ス パ ー
ス は 彼 に 影響 を 与え た 他 の 哲 学者 、 カ ン ト、 ニ ー チ ェ 、 キ ル ケ ゴ ー

ル 等

と
一

線 を 画 し 、 ウ ェ
ー バ ー

との 親 和 性 を強 め る の で あ る
。

キ ル ケ ゴ ー
ル と ニ

ー

チ ェ は 、 自 らを現 存在 的 世界か ら引き離 し 、
っ とめ て 「純粋 な精神 的存在」 た

らん と欲 し、 「例 外者 （Ausnahme）」 で あ る こ とを 自 らに 課 した （＞E　25）。
ニ

ー

チ ェ は 自 ら を観 想 的 （kontemplativ）な 人 間 と呼 び 、 実 践家 に 対す る優位 性 を 自

負 し て い る 。 さ らに ニ
ー

チ ェ は 、 人 間 の 「高貴性 」 を外 的 な行 為や影 響 に よ っ

て で は な く本性 に よ っ て 量 られ る もの と し 、 高 貴な人 間 が 自ら を 多数 者 、 大 衆

か ら隔 て よ う とす る意 志 と し て の 鹿 離 の パ トス 」 を繰 り返 し説 い て い るが 、

ウ ェ
ー バ ー

は こ の 「距 離 」 と慎 み を 「人格的 な 品位 の 前 提 」 と積 極的 に 評 価 し

た 上 で 、 多 数 者 に 対 して 自 らを 貴族 主義 的 に対 置す るの で は な く、 「こ の 世 界

の た だ なか で 内 面 的 に持 ち こ た える こ とが で きた とすれ ば 、 それ は こ の 距離 が

本 物 で あ る こ とを証 明す る か も知れ ない ］ と述 べ 、 俗 流的 な 二 ・一一チ ェ 解釈 の み
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）

な らず 、 ニ ー
チ ェ 自身 に も批 判 の 目 を 向 けて い た と され る 。

　 ウェ
ー バ ー

の こ の 言葉 は 、 形 而 上 的 な罪 の 清 め は 「抽 象的 に頭 で 考 える だ け

で な く、具 象 的 に 遂 行 」 せ ね ば な らず 、 「真理 と行 動 の み が も の をい う」（SF　93）

の だ 、 と い うヤ ス パ ー ス の 表 現 を よ り理 解 す る 助 け に な る だ ろ う。 『現 代 の 精

神 的 状況』（1931 ）に特微的 に 見 られ る よ うに 、 ヤ ス パ ー ス もナ チ ズ ム の 経験 以

前 は 　　無 論そ れ 自体 が 主 目的 で は な く 、 貴族 主義 へ の 転 落 も牽 制 し て い る が

　　 大 衆 との 対比 で 実 存者を想 定 して い た と考 え られ る （GS　193）。 実存者 は 交

わ りを も つ とい う点 で 単独者 で は な か っ た が
、 や は り大 衆 の ま どろみ か ら少 数

者 と し て 分 離す る とい う 「距離 」 を も っ た位 置づ けで あ り 、 連帯性 が 特 定 の 他

者 間 に と ど ま っ て 、 そ れ 以 上 の 広 が りが真剣 さ を も っ て 望 ま れ な い な ら ば 、 精

神 的 ブ ル ジ ョ ア イ ズ ム と い う批 判 もあ な が ち 否 定 は で き な い だ ろ う．
し か し

『責罪 論 』 以 後 こ の 方 向性 は 転 換 され た の で あ り、 罪 を経験 し鋳 直 し を経 た 人

間 が 、 伝 達 し よ うの な い 罪 の 深 み に た だ 「沈 黙 」 す る の で な く 、 真 理 を観 想 す

る だ け で な く 、 あ らゆ る他 者 との 交 わ り と連 帯 を 目標 に 現 実 世 界 の 中 で 行 動 し

続 け る と き 、 「距 離 」 は も は や他 者 に 対 して で は な く 自己 自身 に 対 して 、 「本 来

的 自 己 」（PE 　 180）を保 つ た め の 厳 格 な 戒 め と して お か れ る の で は な い だ ろ うか
。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ ス パ ー
ス の 「形 而 上的 な罪 」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8）

新 た に世 界 市 民 的立 場 に 立 っ た ヤ ス パ ー
ス は 、 ウ ェ

ー バ ー
が そ うで あ っ た よ う

に 、観想 的 態 度 と距 離 の パ トス を批 判 的 に受 容 した と考 え られ る の で あ る 。

　 3 ． 無制約性 の 要請　　力 ン トの 批判的受容　 一

　 （1）ヤ ス パ ー
ス の カ ン ト批判

　次 に こ こ で 、 ヤ ス パ ー ス の カ ン ト批判 を忠実 に踏 ま えた 上 で 、形 而 L的 な 罪

に 関連す るカ ン トの 影 響 を考 察 して い きた い
。 哲 学 史 的研 究 の 集 大成 と もい う

べ き著 作 、 『大 哲学者 た ち 』（1957）の カ ン トの 章 で
、 ヤ ス パ ー ス は カ ン ト倫 理 を

心 情 倫 理 に 分 類 した上 で 、
カ ン トの 大 前提 で あ る 、 あ らゆ る 人 間 を無 条件 的 に

理 性 的存 在者 と して扱 うこ とに疑 問 を提 示 す る （GP　492 ）。 カ ン トは 「自己 自身

に 立 脚 す る道 徳性 の 体 系 は 、

一
つ の 共 同 体 の 中で は 、 各 人 が なす べ き も の を行

うべ き こ と、 しか も こ の 道 徳律 （moralisches 　Gesetz）に基 づ く拘束 性 は 、 た と

え他 者 が こ の 法則 に 準 じて 行 動 しな く と も 、 なお 妥 当す る 、 と い う制 約 に 基づ

く」（ibid．）とい う。 カ ン トは そ れ ゆ え 、
い か な る 状 況 下 に お い て も嘘 は許 され

な い こ と を 述 べ て い る 。 しか し 「テ ロ 的権力 た る全 面的 暴力 」 の 代表者 や 、 そ

れ に便乗 す る 人 々 （つ ま りカ ン トが 想定 して い た よ うな個人 的犯 罪 者で は な く 、

ナ チ ズ ム に 代 表 され る よ うな 国家的暴 力 と迎 合者 を 指す ） を 、 理 性 的存在者 と

して 扱い
、 開放的態度 と道徳的義務 の 対 象 とす る こ とが で き る だ ろ うか （ibid．）。

　 つ ま りヤ ス パ ー ス の 批 判 点 は 、 カ ン トの 要求 し た 人 間相 互 の 開放性 や 、 限 り

ない 寛 容 、 相手 との 立 場 の 置 き換 え、 無制 限 の 理 性 的 な構 え等 が 、 自己 の カ を

前提 に 、 す なわ ち恵 ま れ た状況 に結 び つ い て い るの で あ っ て 、 こ うし た 状 況 な

し に は 、 こ の よ うな一 般 的 態度 が 「自己 否 認 の
一
形 式 」（ibid、）とな っ て し ま う

の で あ り 、 定言命法 が 「自己 を表明す る代 わ りに 《なん じ 、偽 る な か れ 》 とい

っ た 抽 象 的命 令 に 置 き換 え られ 」 た り、 他者 の 無 法 な 暴 力 に よ っ て 自己 の 没 落

が 確 実 な状 況 に 迫 られ て なお 、 すべ て の 人 問は 「理 性 的 存在者 で あ り、 ま た そ

の よ うに扱 わ れ るべ し 」 と い う命 令 に 置 き換 え られ る な ら ば 、
「定 言 命法 は 無

力 」 （ibid．）で は な い か 、 とい う点 に あ る 。 道徳 的行動 （sittliches 　Handeln）は 、

「世 界 の 中で の 我 々 の 生 活 とい う材 料 （Material）」（ibid．）と無 関係 で は い られ な

い し 、 定言 命法 は 、 そ れ が単 に検 討 の 手段 と して 妥 当す る だ けで な く 、 経験 に

21

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Jaspers Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Jaspers 　SOOIety 　of 　Japan

お い て 試 され る こ と に よ っ て 初 め て 、 無制 約 性 （Unbedingtheit）の 力　　目的

連 関 に 依拠 せ ず 、 己 の 根 拠 を 自己 自身 に お い て もつ も の 　 　 を発揮 させ うる の

で あ る
。 《な ん じ

、 偽 る な か れ 》 の よ うに 実 質的 内 容 を 限 定 し た 道 徳律 は 、 実

際 に その 義務 が 常 に 明 瞭 で
一

義的 で あ る か 問われ て 然 る べ きで あ る 。
こ の 明確

か つ 厳 格 に 公 式化 され た命 令 、 禁 止 と、道 徳 的理 性 の 根源 とを混 同す る こ とは 、

道 徳の 根 源 そ の もの を破 滅 させ て しま う （GP　493 ）が 、 カ ン トの こ の 「混 乱 」 は 、

カ ン ト自身 が 定 言 命 法 に 、 実 際 的 な 世界 に お い て 正 義 を求 め る援助 の 役 割 を 求

め た 結果 で あ る 、 とヤ ス パ ー
ス は解釈 す る （ibid．）　c，

　 上 記 の 考 察 を経 て 、 ヤ ス パ ー ス は 心 情 倫理 と結果 倫理 との 対 立 を読 み 取 る の

で は な く、 こ う結 論 づ け る 。
「心 情 倫理 そ の もの が 、 具 体 的 行 為 に お い て 定言

命 法 を 手引 き と し、 結 果 に つ い て 思惟 す る こ とを要 求 して い る 」 （ibid，）。
「真 実

は 、 カ ン トが ま ぎれ もな く考 えて い て 、 しか も表 現 と して は言 い 表 さなか っ た

が 、 マ ッ ク ス ・ウ ェ
ー バ ー が 《責任 倫 理 》 と して 明確 に 表 明 し た 第三 の もの で

あ る 」（ibid．）。 そ し て 、 「責任 倫 理 は 真 の 心 情 倫理 」 で あ り 、 成 果 や 、 心 情 の 合

理 的 な原 則 に よ っ て で は な く、 自らの 根 源 性 に よ っ て 、 「諸 々 の 可 能性 の 開 か

れ た 広 が りの 中で 道 を求 め る 」（ibid．）。
こ う し た 記 述 か ら、ヤ ス パ ー ス が カ ン ト

の 心 情倫 理 を批 判 しつ つ も責 任倫 理 へ と発 展 的 に 結び っ け る 立 場 を と っ た こ と

が 確認 で き る 。 あ らゆ る人 問を 善良で 完全 な もの と規定す る根拠 は 存在 しな い

とい う事 実 を カ ン トが 考慮 し な い た め に 、
か の 「世 界 の 倫理 的 非合理 性 」 を度

外視 した 定 言 命法 は 、 命法 の 内 に 自己 以 外 の 他者 を 内容 と して 含 む 限 り （例 え

ば 《偽 る な か れ 》 の よ うに ）、 実際 の 適 用 に お い て 不 整 合 に 陥 る。 しか し な が

ら後 述 す る よ うに 、 カ ン トの 形式 的 心 情 倫理 、 中で も メ タ 原理 と し て の 意 志 の

自律性 を ヤ ス パ ー
ス は 積 極 的 に 評 価 し 、 自 らの 哲 学 に 継 承 して い る と考 え られ

る 。

　 （2）無 制 約 性 の 要 請 　 　実 存 的 な 自由の 問題

　 ヤ ス パ ー
ス は カ ン トの 定 言命 法 を次 の よ うに 規 定 す る 。 定 言 命 法 は 、

一
つ の

口的 を前 提 と して 成 立 す る仮 言 命法 とは 異 な り、
「一 つ の 無 制 約 的 妥 当性 （unbe −

dingte　 Geltung）」（GP 　 481）を要 求 す る。 仮言 命 法 は 技 術 的 で あ り、 前 提 され た

目的 を 根 拠 とす る が 、 定 言 命法 は 「そ の 根拠 を 自 己 自身 に お い て もつ 」。 目的
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ ス パ ー
ス の 「形 而上的 な罪 」

系列 の 終着で あ る絶対 口的 が最高善 とすれ ば 、 あ ら ゆ る命法 は 仮言的 に な らざ

る を え な い
。 も し、 定 言命法 が 存 在す る な らば 、 「意 志 そ の もの の 中 に

、 無 制

約性 が 存せ ね ば 」 な らな い
。 無 制約性 の み が

、
「意志 の 形 式 、 意志 の 法則 性 の

法則 」 （ibid．）で あ り うる 。
こ こ で い う 嘸 制約 性 」 とは 無 論 、 カ ン トの 用語 で

い う意志 の 「自律 （Autonomie）」 の 言 い 換 え で あ ろ う。 で は なぜ ヤ ス パ ー
ス は 、

カ ン ト自身 の 、
一

般 的 に も広 く浸透 して い る用語 を敢 え て 避 け、 無 制 約性 とい

う表 現 で 定 言 命法 を読 み 替 え る の か 。 私 見 で は 、 ま さに こ の 点 に 、 カ ン トの 形

式 的心 情 倫 理 を我 が もの と し 、 形 式 的 責任 倫理 へ と再 生 させ よ うと し た ヤ ス

パ ー
ス の 視 点 が 見 て とれ る の で あ る 。 とい うの も無制約 性 とは 、 ヤ ス パ ー

ス 哲

学に お い て 、 限界 状況 を 経 た 実 存者の 、 本 来 的人 間 の 性 質 を示 す 言 葉だ か らで

あ る。 こ の こ とは 罪 の 引 き受 けの 問題 を考察 す る 中で 確認 で き るだ ろ う。

　 形 而 上 的 な罪 の 前 に 挫折 した人 間 が 自己 の 鋳 直 しを経た な らば 、 その 人 間 が

とる の は 罪 の 忘 却や 拒 否 、 反 撃で は な く 、
こ の 倫 理 的 に 非合 理 な世界 を 己 の 場

所 とす る こ とで あ る 。
か く して 「悟性 的 に は 理 解不 卩∫能 」 な罪 が 、 己 の 責任 と

して 引 き 受 け られ る が 、 引 き受 け の 哲 学的 根拠 は 『責 罪論 』 の 内 で は示 され て

い ない
。

こ の 問 題 を 追求 す る に は他 の 著作で 展 開 され る 自由論 を参 照す る 必 要

が あ る 。 『啓示 に 面 して の 哲学的信仰』（1962 ）に お い て 、 ヤ ス パ ー
ス は 自由 を実

在的自由 （reale 　Freiheit）と実存的自由 （existentielle 　Freiheit）に 分類す る （PO

356）。 実在 的 自由は 実 質 上 の 現 実的 な 非 拘束性 で あ り 、 行 為 、 選 択 の 自由 で あ

る が 、 他 方 で 実 存 的 な 自出 とは 、
「世 界 を変 革 し 、 人 間 に お い て 自己 を 変革す

る 力 で あ りな が ら、 世 界 の 中で 確 か め られ うる 実在性 で は な い 自由」（PO 　 356 ）

で あ る 。
「私 は 他 の よ うに は あ りえ ぬ が ゆ え に 、 他 で あ る こ と を欲 しない 」（PO

355）が 実 存 的 自由 の 命 題 で あ り 、 そ こ に は 自己 の 本 来 性 と の
一

致 を意 志 す る

必 然 性 の 意 識 が 含 まれ て い る 。 し か し 、 本 来 性 を 志 向 す る が ゆ えに 「そ う為 さ

ざる を え な い 」 とい う必 然性 意識 は 、 同 時 に ヤ ス パ ー ス の 用 語 で い う 「無 制 約

的 行為 」 が もつ 本 質 的性 質 で もあ る か ら （PEl86 ）、 実 存的 自由 の 行 動 に お け る

一
つ の 表 現 が 無 制 約 的行 為 で あ る と考 え られ る 。 両 概念 を相補 的 に解 釈 す る と、

実存 的 自由 は 、 現 存在 が 世界 に お い て 駆 り立 て られ て い る 「目的行 動 」 とい う

制約 性 か らの 自由 とい う意 味 を 有す る とい え る 。 世 界 に お け る 諸 々 の 目的、 つ
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ま り現 存 在 の 維 持 と拡 大 、 富 、 権 力 、 感 覚 的享 楽 へ の 欲 求 は 充 足 を 求 め 、 現 存

在 の 行 動 を制約 す る 。 し か し 、 人 間 に と っ て
一

見 絶 対的 と も思 われ る こ う した

制 約 か ら 自由 な行 為 、 す な わ ち 「無 制約 的行 為 」 は なお 可 能 で あ っ て 、 限 界 状

況 の 中で 遂行 され る の で あ る （PE　294）。 無制 約 的行 為 は 、 ヤ ス パ ー
ス が ソ ク ラ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）
テ ス や ブル

ー
ノ の 最期 を 例 に 挙 げて い る よ うに 、 とき に は 生 の 断 念 とい う形 で

現れ るが 、 こ れ は 現 存在 を持 続 させ るこ とが 、 彼 らに と っ て 自らの 本 来 性 か ら

の 転落 に ほ か な らなか っ た た め と され る 。 罪 の 問題 に 立 ち返 る な らば 、 自 らの

生命 を優 先 し犯 罪 的行 為 を看過 した こ とは 本 来性 か らの 転落 で あ る が 、 そ れ は

実 存 的 自由に お い て 可 能 で あ っ た 無 制約 的 行為 を 自らが 為 さなか っ た 結果 な の

で あ る。 こ の こ とを限界 状況 と し て 経験 す る こ とで 、現 存在 は 自 らに 形 而 L的

な罪 を認 め 、 引き 受 け る こ とが で き る の で あ る 。

　 さて 我 々 は 、 ヤ ス パ ー
ス の 「R 的行 動 」 と 「実 存的 自由」 とい う分 類 法 の 背

後 に 、 カ ン トの 建 築術が あ る こ と を 見て 取れ る だ ろ う。 す なわ ち 、 道徳性 の 正

反 対 の もの で あ る 「幸福 の 原理 」 と 、

一
切 の 道徳法 則 とそ の 法 則 に相応 す る義

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （10｝

務 の 唯
一

の 原 理 で あ る 「意志 の 自律 ｝ とい う対 比 関係 で あ る 。 し か し なが らヤ

ス パ ー ス の い う実存的 自由が 、超 越 的 な もの に 依 拠 す る と同時 に 経験的 な場 を

離 れ る もの で は ない こ とが 、 カ ン トとの 相違 点 と し て 挙 げ られ る 。 個 々 の 現存

在 が 自 らの 性 質 と し て もっ So−sein 、 ヤ ス パ ー ス の 用 語で い う歴 史 的 規 定性 を 、

実 存 は 己 と不 可 分 な 制 約 と して 受 け入 れ る （PE　217ff．）。 それ は 規 定性 の 背 後 に

超越 的 な も の が あ る た め で あ り 、 また逆 に規定性 とい う形式 で し か 超越 的 な も

の が 正 し く感 得 され ない た め で もあ る 。 も し規 定性 を普 遍 性 の 制限 と考 え 、
こ

れ を 克服 、 破棄 し よ うとす る な らば 、 我 々 は状 況 内存在 で あ る こ とか ら離れ 、

空 想 上 の 普 嶇 性 を 作 り上 げて し ま う。 存在 の 全 き現 前 は 、 我 々 に と っ て は 常 に

そ の つ どの 規 定性 の 形 式 を採 る （PE 　211）の で あ っ て 、 実 存的 自由 もま た 規 定

性 を度 外 視 して 考え られ る もの で は な い の で あ る 。 なお 幸福 の 原理 も制約 的 な

目的 行動 も 、 自己 立法 に よ らない 非 自由の 状態 で あ るが 、 カ ン トは 幸福 の 原 理

を、 経験 的 事 実 に 基 づ き、 ま た幸福 の 判断 が 各 人 の （変化 し やす い ） 臆 見 に 左

右 され るた め 普遍 的 法則 た りえ ない 、 とい う点 で 批判 す る に と どま る の に 対 し 、

ヤ ス パ …
ス は 目的行 動 の 絶対 化 を 無 限 に 生ず る 「生命 欲」 に縛 られ た 苦 悩 的 状

24 − 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Jaspers Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Jaspers 　SOOIety 　of 　Japan

ヤ ス パ ース の 「形而上 的な罪」

態 と考 え （PE 　293）、 実存 的 自Ftiを選 択 す るた め の 主観 的 な動機 付 けを行 っ た と

考 え られ る 。

　 カ ン トと ヤ ス パ ー ス は 両者 と も 、
心 情価 値 を もち 、 対 象 に 左 右 され な い 意 志

の 自己 規 定性 と義 務 に 基 づ くよ うな行 為 を要請 し て い る 。 しか し彼 らの 間 に は

肚界 それ 自体 に対 す る基 本 的態度の 違い
、 特 に世界 の 不合理 さ とい う認 識 の 有

無 が あ る 。 ヤ ス パ ー ス は 、 あ らゆ る他 者 との 連帯 性 とい う絶対 的尺 度 （心 情価

値 ） を も っ て 、 不 可避 的 に 背 負 う形而 上 的 な罪 を 自 らの 自由意志 に よ っ て 引 き

受 け 、 交 わ りへ の 意志 に よ っ て 他 者 と忍耐強 く哲学 的対 話 を繰 り返 し 、 連 帯性

と信 頼 を 回 復す る とい う 「使 命 」 を遂行 す る こ と 、 こ の こ とが 良心 を も っ た 無

制 約 的個人 に と っ て 本 来 的 で ある と して い る 。 そ れ は ウ ェ
ー バ ー が 示 し た責 任

倫理 に 従 う真正 な 人 間 が 、 連帯性 とい う価値 か ら 自 らの 罪 と責任 を認 め
、 世 界

の 中で 決 断す る姿 と もい え るだ ろ う。 ヤ ス パ ー
ス は カ ン トを批判的か つ 発展 的

に 受容す る こ とで 、 こ の 罪 の 引き受 け とい う決断 の 根拠 を 実存的 自由 と して 概

念化 し て い る の で あ る 。

　註

　ヤ ス パ ー
ス の テ キ ス トに つ い て は以 下の 略 記 号を用 い る 。 略記 号 の 後 に 頁 数 を 付 す 。

PE ： Philosophie　II，　 Existenzerhellung，　Springer　Vcrlag，　 Berlin， 1973，

DZ ： Dic　 Geistige　 Situation　 der　 Zeit
，
　 Walter　de　 Gruyter ＆ Co，　Berlin，1953．

SF ： Die　 Schuldfrage，　 Artemis−Verlag，　 ZUrich，
1947．

PO ： Der 　 philosophische　 Glaube　 angesichts 　 der　 Offenbarung，　 R 　Piper ＆ Co ，　 Vcrlag
，

　 　 MUnchen
，
1962 ，

VW 　：　 Von 　 der　Wahrheit，　 R ．　Piper ＆ Co．　Verlag，　 MUnchcn ，
　 1947 ．

GP ： Die　 grosscn　 Philosophen
，
　 R．　Piper ＆ Co．　 Verlag　Mttnchen ，

1997 ．

（1 ）　K ．Salamun，
　Karl　Jaspers，

　Verlag　C．　H 。　Bcck
，
　 MUnchen

，
1985 ，　S．102fL 等 を参 照。

　　 な お 『責 罪論 』 前後 で の Schuld 概念 の 質 的転換 の 考察 、
ハ イ デ ガー の 罪 責概

　　 念 と の 比 較 に つ い て は拙 論 「ヤ ス パ ー
ス に お け る く形 而 上的 な罪〉 と罪 の 〈引

　　　き受 け〉」 （『哲 学 ・思 想 論 叢』第22 号所 収 、筑 波大学哲学 ・思想学会 、
2004 年）

　 　 　を参 照 され た い 。

（2 ）　 「何 の 見込 み もな く 自 ら の 命 を 犠 牲 にせ よ 、 とい う要 求 は 道徳 上 成立 し な い 」
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（3 ）

（4 ）

（5 ）

（6 ）

（7 ）

）

）

8Q

ゾ

（

（

（10）

（SF　 48）。 む し ろ 成 功 の 可能 性 が な い 場 合 、
「無 意 味 な こ と を避 け 、 現 実 世 界

に お け る 目的実 堤 の た め に
一
身 を全 うせ よ」 とい う逆 の 要求 を

一
ドす （ibid．）。

ヤ ス パ ー
ス は 罪 の つ ぐ な い （Wiedcrgutmachung）と清 め を 区別 して い る。 つ ぐ

な い が 賠償や被 害者 へ の 手助 けで あ るの に 対 し 、清 め は 罪 の 意 識 と内面的 な鋳

直 しの す え に あ る もの で あ っ て 、 つ ぐな い も清め を経た 上で な け れ ば本来 的な

意 味 を もた ない と され る （SF　 92f．）。
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